
箕林における個体数管理などのシカ被害防止対策
（近畿中国森林管理局 箕面森林ふれあい推進センター）
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③

○GPS首輪によるシカ行動調査

個体№ 行動圏面積

H27 MN-15-1 4.339㎢（メス）

MN-15-2 1.205㎢（メス）

H27 MNｰ16-1 1.988㎢（メス）

MN-16-2 0.607㎢（メス）

H28 MN-17-1 1.758㎢（メス）

H30 MN-18-1 0.944㎢（メス）

R03 MN-21-1 0.610㎢（オス）

R04 MN-22-1 1.560㎢（オス）

R04 MN-22-2    0.340㎢（オス）

GPSテレメトリー調査

生息状況調査（糞塊調査）

R04R03R02距離ルート

3.127.283.894.81１

5.273.694.083.79２

19.4013.5430.312.73３

7.777.5911.2111.33合計

森林植生衰退状況調査

⾼さ(m) ⾼⽊層 20.0± 2.45 19.5± 5.01
亜⾼⽊層 10.0± 1.0 12.3± 1.75
第⼀低⽊層 4.9± 1.21 5.9± 0.83
第⼆低⽊層 1.5± 0.57 1.9± 0.23
草本層 0.3± 0.16 0.3± 0.14

植被率(%)⾼⽊層 91.3± 14.43 83.8± 20.66
亜⾼⽊層 2.9± 9.98 73.1± 24.04
第⼀低⽊層 8.6± 15.11 41.9± 21.03
第⼆低⽊層 9.8± 15.45 8.7± 4.70
草本層 10.3± 11.80 0.9± 1.70

植⽣タイプ スギ・ヒノキ⼈⼯林 落葉広葉樹林
調査区数 16 8

※無被害林の植被率は、第二低木層で35.6±17.6％、草本
層で14.7±10.0％（石田ら 2010））

箕面国有林における個体数管理指針

○ 現在何頭のシカが箕面国有林に生息しているのか。

○ 何頭捕獲されているのか。

○ 箕面国有林にシカが何頭いることが許容できるのか。

後継樹が少ない

食痕履歴法

固定プロット森林影響調査

（裏面）


